
 

平成２９年度 社会福祉法人みねやま福祉会 事業計画 概要 

 

１ 本部  

・地域貢献と、老若男女・障害の有る人無い人みんな「ごちゃまぜ」の街づくりをテーマに、それぞ

れの事業所において、地域に適合したサービスと支援を提供するように進めます。 

・本部事務系統の体制強化を図ると共に、各部署の専門性を担保した業務体制を構築します。 

・昨年に引き続き、積極的に人材確保に努め、資質向上・育成のため研修を充実させるとともに、仕

事と家庭生活を両立できる制度を整備します。 

・（仮称）宮津福祉人材養成センターの開設準備を進め、京都北部地域の福祉人材の育成・確保の拠

点となるよう、法人全体で取組んでいきます。また、峰山乳児院・峰山乳児院付設幼児寮の新築工

事についても、計画通り進捗しスムーズに事業開始できるように努めます。 

 

２ 峰山乳児院  

・年々入所児の減少が見られましたが、平成２９年度は１９人の暫定定員となります。入所児１１名

でスタートしますが、職員の配置数は定員２０人の時と変わりません。 

・計画していた移転新築工事が無事進められ、子ども達のためにより良い環境が整えられるよう、職

員の育成に努め準備をしていきます。 

 

３ 峰山乳児院付設幼児寮  

・就学前に家庭引取ができない困難ケースが増え、今年度は小学生が１０名、幼稚園児１３名の２３

名でスタートします。施設の移転及び建て替えに伴い小規模化を実現し、新たに２つのグループケ

アを開設します。子どもたちが地域の中で多くの人から大切にされ、また職員と安心・安定した関

係性が築けるよう環境を整えていきます。 

・児童日中一時支援事業「おりーぶ」の利用対象を中学生まで段階的に拡大します。初年度である平

成２９年度は、平成２８年度に「おりーぶ」を利用されていた新中学１年生を利用対象としており

ます。 

 

４ ゆうかり乳児保育所  

・平成２９年度は２４名でスタートします。家庭的な雰囲気を大切にし、乳児保育所ならではの良さ

を保護者の方にアピールしていくと共に、地域支援事業、地域貢献事業を行う中で、入所へとつな

がっていくよう内容を見直し、取り組んでいきます。 

・職員間の連携を深め、新たに始まる事業に対しても主体的に取り組んでいける体制を作っていきま

す。 

 

５ 大宮北保育所  

・運営委託２年目となります。２００名のスタートで現在の予定では２０９名の予約が入っており、

１年目の入所数よりも増加する見込みです。 

・１年間運営する中で、自分たちのやりたいこともたくさん出てきたので、この人数でどのようにし

たらできるかをみんなで考えながら、みねやま福祉会の大宮北保育所らしさを出していきたいと思

います。 

 

６ 吉津保育園  

・平成２９年度は５２名でスタートします。年々入園率が減少傾向にあり、定員の見直しも視野に入

れつつ、地域のニーズや情報把握に努め、地域の中で必要とされる保育園であるよう保育内容の充

実を図りたいと思います。 

・分園開設に向けてチーム一丸となり取り組んでいきます。 

 



 

７ ゆうかり子ども園  

・入園希望児童が増加し定員を超えてのスタートとなります。子ども達が安心感と信頼感を持ちさま

ざまな体験が積み重ねられる様、職員間の連携を一層強くして一人ひとりの発達を守り支えます。 

・今年度より児童部門で計画を立て、地域の方々が年齢や障害の有無に関わらず自由に参加できる居

場所づくりに取り組みたいと思います。 

 

８ 府中子ども園  

・平成２８年度から認定こども園に移行し、１号認定のお子さんは定員を超えることがありませんで

した。平成２９年４月より１、２、３号認定どの利用も定員に達し、５４名でスタートとなります。 

・利用者のニーズにあわせた教育・保育に努めます。また、引き続き、地域行事に積極的に参加する

など地域貢献事業を進めていきます。 

・平成２８年度第三者評価受診の中で出てきた課題の改善に取り組みます。  

 

９ 児童発達相談支援事業所さつき園  

・児童発達支援（乳幼児療育）は、新しい年度を、待機していただいた７名を含む６７名に対し、職

員を３名増員してスタートします。 

・研鑽と日々の療育の振り返りを行い、良いサービスの提供に向けて意見を出し合い、自己を高め合

える働きやすい職場つくりを進めながら組織力を培っていきます。 

・さらなる利用者増に対して受け入れ体制を検討して、丁寧なサービス提供に取り組みます。 

・保護者がより自主的に療育に臨めるよう保護者同士の交流の場を工夫して充実を図ります。 

 

１０ 児童発達支援センターすずらん  

・増築工事が完了し建物内を広く利用することができるようになります。地域のニーズを受けて実施

しているＳＳＴ（ソーシャル・スキル・トレーニング）教室と療育事業を平行して行えるので、利

用希望に応えることができるようになります。広くなったスペースを活用して支援内容を充実させ

ていきます。 

・ご近所の方が気軽に立ち寄れる場所を事業所敷地内に作り、それをきっかけに近所の方と一緒に

なった学童児の活動を検討し、具体的な取り組みを行いたいと思います。 

 

１１ 障害者地域生活支援センターもみの木  

・通所事業ではボランティアの協力を得て文化活動の機会を増やします。また、多目的室やテラスを

活用して快適な居場所作り確保し、前年同様に安定した利用者数を維持します。 

・相談支援事業では増え続ける新規ケースに対応するために、通所事業との兼務職員を１名配置しま

す。引き続き OJT によって相談支援専門員の育成に努めます。 

 

１２ 総合老人福祉施設はごろも苑  

・平成２９年度の方針「一人ひとりの尊厳を守り、安心して暮らし続けられる地域作りに貢献します」

を実現するため、職員と共に力を合わせます。 

・認知症ケアなどの質の向上をさらに図り、サービスが必要な方が安心して地域で生活ができるよう

に支援していきます。 

・調理部門を外部委託し、更に安全で楽しくおいしい食事が提供できるように取り組んでいきます。 

 

１３ 総合老人福祉施設弥栄はごろも苑  

・平成２９年度より弥栄町にある老健施設のデイケアが縮小されます。そのことに伴い通所介護利用

者の増加が見込まれますので、地域の方々の希望に沿った運営が出来るよう新体制を整え取り組ん

で参ります。 

・「街づくり」を視野に入れ、福祉のみに捉われることなく、地域のニーズを探りお手伝いできるこ

とを見つけ行動したいと思います。 



 

 

１４ グループホームもみじ  

・平成２８年度はご利用者の体調不良による入院から退居になられた方が多く、収入が減りました。 

・新しいご利用者が増えたので、外出の機会を増やし地域の行事、もみじの行事を一緒に盛り上げ楽

しんでいただきます。 

・地域との関わりは、もみじ恒例の忘年会に今までにない、大勢の方が参加してくださり、地域との

繋がりが深まってきたと感じました。平成２９年度には相談窓口として、更にもみじを身近に感じ、

気軽に立ち寄っていただける様努めます。 

 

１５ グループホームかえで  

・平成２８年度は、個々の希望を叶える企画が十分できませんでした。平成２９年度は、その方らし

い暮らしが継続できるよう、個々の希望を叶える企画を多く実施していきます。そのためにも、積

極的な研修への職員派遣を行うと共に、ケアカンファレンスや勉強会等をとおして、職員のスキル

アップに努めます。 

 

１６ はごろも苑ないきの家  

・平成２８年度は施設入所により契約解除となる方が多くおられ、ご利用者の入れ替わりが頻繁にあ

りました。ご利用者は独居の方や高齢の方が多く、平成２９年度も同様のことが予想されますので、

関わりの機会を多く持ち、安心して利用してもらえるよう初期支援に努めます。 

・避難経路の確保のために外の通路の整備を予定しています。また、地区の消防団員の方と協働した

避難訓練が実施できるように働きかけをします。 

 

１７ はごろも苑さかいの家  

・平成２８年度は、ご利用者の利用回数増の希望が多く、新規利用希望者との調整に時間を要する事

がありましたが、順番を待ってでも、さかいの家を利用したいと希望される方があり、ご希望に答

えられるよう、サービス内容の検討を行います。 

・裏庭の畑を活用し、ご利用者、ご近所の方々、また児童達との交流の場、協働の場となるよう仕掛

けを検討し、積極的に働きかけます。 

 

１８ はごろも苑みやづの家  

 ・平成２８年度は登録者１６名でスタートし、登録定員一杯の登録者２４名で終えることが出来まし

た。平成２９年度も、引き続き登録者２４名を維持しながら、関係機関としっかり連携をとり、ご

利用者が安心して｢地域｣で暮らしていただけるように、サポートをしていきます。 

・小規模多機能型居宅介護事業所として、ご利用者やご家族の急な利用希望に対して柔軟なサービス

（独居の方に対して服薬管理や安否確認のための訪問を増やすなど）を提供し、みやづの家に連絡

すれば行動をおこしてくれる。そんな柔軟な個別支援を続け、安心していただける事業所を目指し

ます。 

 

１９ （仮称）宮津福祉人材養成センター  

 ・児童・障害・高齢の３部門が日常的に交流できる環境を整備することで、世代や障害の有無に関わ

らず人と人のふれあいを促進し、心のバリアフリー化を図ります。 

 ・「Our Place（私たちの居場所）」をコンセプトに、カフェスペースや会議スペース等、施設の中の

オープンスペースを日常的に地域の方々へ開放することで交流人口の拡大を図り、「地域共生」の

実現に向けた取り組みを地域の方々と共に進めます。 


